
育てよう、家からむらから花の郷土

和牛飼育は婦人の手で

　5月13日に和牛飼育技術の向上をはかるための婦人

部研修会が、坪谷川流域の飼育者を対象に坪谷支所会

議室で開催されました。

　13日には講師として、北川町畜産センター所長の小

野林先生より「婦人部活動と飼育技術改善＝について

講演を受けたあと活発に意見交換がされ参加者全員で

人づくり・草づくり・牛づくりを婦人部の活動スロー

ガンとして推進することで閉会しました。
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昭
和
五
十
七
年
度
予
算
か
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
　
こ
の
予
算

は
、
三
月
の
定
例
町
議
会
て
審
議
さ
れ
、
原
案
と
お
り
可
決
さ

れ
た
も
の
て
す
が
、
予
算
の
提
案
理
由
の
説
明
に
先
だ
ち
行
わ

れ
ま
し
た
町
長
の
所
信
表
明
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す

　
昭
和
五
寸
七
年
と
い
う
年
は
行
革
こ

明
」
行
革
に
終
る
と
い
う
ま
き
に
行
革

兀
年
の
年
セ
と
い
わ
れ
て
お
う
ま
す

　
私
．
瑳
を
唱
う
ま
く
環
境
を
思
う
と
き

ま
こ
と
に
身
の
引
き
締
る
も
の
を
覚
え

る
の
て
あ
，
）
ま
す

　
石
油
危
機
に
象
徴
き
れ
る
七
「
年
代

の
数
多
く
の
問
題
は
、
殆
ん
と
解
決
き

れ
る
こ
と
な
く
、
八
「
年
代
に
引
き
瀞

か
れ
て
わ
う
、
い
ま
や
わ
れ
わ
れ
は
高

唆
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
、
そ
し
て
行

政
改
革
へ
の
移
行
と
い
う
厳
し
い
流
れ

の
中
こ
立
た
w
、
・
れ
て
い
る
の
て
あ
り
ま

す　
］
三
二
臼
に
わ
た
r
・
て
財
政
二
心
の

不
均
衡
を
つ
つ
ナ
、
私
共
地
乃
も
又
、

遍
年
は
入
幅
な
財
湶
不
足
の
状
態
に
陥

）
、
そ
れ
を
哺
う
た
み
の
借
金
財
政
に

勅
ら
な
ナ
れ
は
な
ら
な
い
と
い
う
状
況

て
あ
り
ま
す

　
↓
乃
に
わ
い
て
は
高
合
化
社
会
の
到

来
、
米
の
消
省
減
少
に
伴
な
う
水
田
利

用
書
置
対
策
、
国
民
健
康
保
険
財
政
問

題
、
史
に
は
多
様
化
し
、
複
雑
の
度
を

加
え
つ
つ
あ
る
奇
話
の
行
政
詣
要
等
、

何
れ
も
早
急
に
根
本
的
な
対
応
を
求
め

ら
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
て
あ
り
ま
す

　
現
在
、
い
わ
P
る
セ
ロ
ノ
ー
リ
ノ
ヶ

の
昭
和
五
十
七
年
度
予
算
ほ
、
国
会
に

41

ﾏ
い
「
、
扉
誉
弾
弓
ぐ
れ
て
h
ヴ
Q
》
ご
」
・
つ
て
＋
の

）
ま
す
か
、
そ
の
取
－
孜
い
に
お
、
一
、

旨
回
の
碧
羅
収
麦
の
均
衡
の
な
・
一
景
ち

れ
・
9
こ
ぷ
」
へ
、
ノ
、
、
［
国
か
・
っ
地
乃
へ
の
伯
凪

銅
坦
転
稼
ゐ
一
社
八
五
的
（
与
記
切
者
へ
の
一
し
つ
．
k

せ
か
あ
r
・
’
、
；
な
う
な
い
と
存
す
る
も

の
て
あ
り
ま
す

　
こ
の
た
一
、
）
の
行
政
改
選
6
、
国
・
地

方
の
機
能
分
担
の
適
止
化
と
地
図
鱒
政

基
盤
の
強
化
を
損
う
も
の
て
あ
’
・
て
は

な
ら
す
、
地
・
り
自
治
の
確
ド
を
基
調
と

し
た
汽
の
行
政
改
革
と
し
て
拍
産
て
、
れ

る
も
の
て
あ
る
こ
と
を
三
雲
し
な
か
ろ

見
守
r
・
’
、
、
る
と
こ
ら
で
あ
り
ま
す

　
ム
ー
町
の
な
な
ら
す
、
全
国
二
千
バ
百

有
余
の
町
村
よ
、
ム
」
｝
そ
行
政
改
亭
を

機
ド
ト
、
　
新
・
つ
，
し
h
L
地
域
社
乙
ハ
の
実
現
冷
　

図
る
た
刀
、
励
村
財
政
の
確
㍍
、
つ
ま

り
町
村
税
曝
の
確
保
、
地
響
交
伯
税
の

充
実
強
化
、
国
陣
当
国
余
制
度
の
改
尋

と
財
政
秩
序
の
雁
立
、
或
は
、
地
炉
偵

の
充
実
改
善
等
々
の
国
の
施
策
の
見
直

し
を
よ
話
て
い
る
処
て
あ
》
ま
す

　
そ
し
て
二
の
二
と
は
本
町
の
如
き
過

疎
地
域
山
村
4
2
充
実
強
化
そ
の
も
の
か

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
に
即
ち
唱
結
し

て
お
る
し
の
と
し
口
㌧
て
い
る
か
ろ
〆
、
あ

，
）
ま
す

　
今
日
、
国
、
猟
的
野
題
と
し
て
大
き
く

議
論
ふ
・
・
れ
一
、
い
る
国
民
健
康
保
険
麺
咳

に
つ
い
て
も
、
一
1
民
の
健
康
保
待
と
邑

理
は
行
政
の
責
任
と
し
て
そ
の
役
，
肉
を

分
担
し
て
h
る
処
て
あ
う
ま
す
か
、
こ

れ
が
達
吸
の
た
刀
に
ほ
、
体
系
的
な
保

健
指
導
等
、
地
域
医
療
対
策
を
強
化
し

な
か
ろ
、
町
ピ
柄
院
の
機
能
を
充
4
二
へ
し

こ
の
制
唆
の
趣
旨
に
鑑
み
こ
れ
か
矯
保

は
何
ん
と
し
て
も
こ
れ
を
推
持
し
な
♪
－

叡
よ
な
ら
な
h
処
て
♂
下
、
ま
す

　
史
｝
」
高
令
化
社
会
へ
の
尋
処
と
し
て

老
人
ラ
ラ
フ
f
伯
動
助
成
、
ね
た
㍉
、
¶
う
M
老

人
、
・
、
）
と
）
轟
ら
し
老
人
に
対
す
る
福

褥
の
強
化
、
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
整
備

等
老
人
福
甜
対
策
の
充
実
、
或
は
児
章

母
子
、
身
厚
者
等
社
会
的
弱
者
三
日
の

強
化
等
裾
袖
対
策
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

♪
甲
｝
竿
了
㎞
囚
こ
「
し
’
、
エ
へ
与
、
つ
’
与
い
の
’
」
’
の
，
）

ま
す

　
同
暁
ご
本
町
牛
業
の
基
本
て
あ
る
農

林
業
の
振
興
対
表
と
整
鯖
強
化
こ
つ
、

て
・
，
、
、
つ
か
口
農
・
来
農
村
エ
、
国
民
の

必
要
と
す
る
食
糧
を
安
定
附
に
供
給
す

る
と
と
ジ
」
に
、
国
⊥
と
目
許
を
保
全
し

ず
ミ
つ
こ
ほ
健
全
て
石
力
あ
る
地
域
社
会

の
形
二
二
車
要
な
役
，
副
を
果
た
し
て
い

る
処
’
、
あ
一
ま
ず

　
私
共
よ
、
田
民
食
糧
の
女
全
磁
保
と

建
全
な
農
林
社
会
の
確
」
）
、
形
成
を
目

指
し
な
か
ら
、
徒
来
か
ら
多
額
の
経
賀

を
負
担
し
、
投
資
し
て
参
り
ま
し
た

　
本
年
度
に
お
、
て
エ
、
吏
に
又
、
母

来
に
わ
、
’
、
も
、
地
域
農
政
の
推
進
ほ

｝
一
れ
♪
甲
膚
足
止
ハ
の
口
取
屯
［
、
課
題
》
」
一
し
’
㌔
、

水
田
利
m
用
再
編
堪
刈
込
へ
の
取
》
組
み
、

苗
腫
、
そ
の
他
の
絶
合
的
抜
興
君
痕
の

充
実
を
エ
か
一
な
か
ろ
、
農
地
の
集
団

的
な
利
用
の
促
進
、
農
地
利
用
の
局
度

化
等
を
強
力
こ
拍
進
せ
ん
と
す
る
も
の

て
あ
う
ま
す
　
こ
の
た
刀
に
も
本
町
こ

週
合
す
る
忘
種
の
制
度
鵡
・
柴
を
積
極
的

に
諾
う
人
れ
、
．
r
算
の
重
口
、
的
確
保
を

図
り
な
か
ら
、
長
場
整
備
、
農
道
、
水

陥
の
改
良
新
設
等
、
費
業
王
産
基
樒
の

整
備
を
推
当
し
、
併
七
て
本
直
の
地
域

の
特
性
を
眉
用
す
る
措
置
と
し
て
、
複

ム
［
曲
㌧
芙
形
吹
へ
の
ぐ
し
と
同
時
に
、
飼

料
の
自
給
箏
向
一
、
男
爵
拡
大
鋸
目
を

進
刀
、
更
に
蜀
魂
、
、
果
樹
、
監
理
に
つ

い
て
も
、
山
地
育
灰
に
つ
h
て
日
」
を
場

h
た
と
こ
ろ
て
あ
，
ま
す

　
こ
れ
と
併
せ
て
、
林
、
　
一
二
斎
い
て
・
、

本
町
は
　
行
政
野
積
の
九
　
％
己
、
約

一
八
、
一
「
　
勿
」
己
い
林
地
を
有
ノ

戦
後
推
進
き
れ
た
拡
人
造
林
事
業
は
、

本
町
二
わ
、
て
も
べ
1
林
静
七
　
％
に

到
」
を
し
、
．
轟
く
収
穫
期
に
入
ろ
ん
と

し
て
、
る
撃
て
あ
）
ま
す

　
二
の
よ
う
な
時
期
に
、
こ
れ
を
取
一

ま
（
清
勢
よ
実
こ
厳
し
、
局
回
に
∬
）

ゴ
r
・
て
お
る
の
て
あ
り
ま
す

　
私
H
ハ
；
、
国
内
林
業
の
停
滞
を
L
開

し
、
山
村
地
域
の
振
興
を
図
る
こ
；
、

巾
町
村
主
導
の
も
と
二
、
地
域
四
丁
に
い

に
即
し
た
林
業
生
洋
基
盤
の
整
備
及
一
、
）

山
林
の
環
境
整
備
等
を
絶
合
的
抜
本
的

に
進
∂
る
必
要
か
あ
る
と
し
て
、
幽
県

に
こ
れ
か
財
b
を
永
刃
な
か
ら
、
巾
問

村
を
五
型
L
依
と
す
る
、
地
域
林
業
の

鮪
一
戸
肥
ち
り
策
幽
甲
戒
唯
“
丹
一
ノ
ん
》
浮
し
’
」
h
　
η
つ
シ
一

こ
っ
て
あ
）
ま
す

　
若
い
’
、
教
育
こ
つ
、
て
ま
、
上
弓
こ

の
方
、
二
刀
て
参
レ
）
ま
し
た
危
険
校
卜
［

改
築
三
、
こ
の
力
唱
七
年
曳
、
雲
表
小

、
了
校
を
も
r
・
て
↓
応
終
了
の
蓮
｝
、
）
と
な

》
、
教
洛
教
育
潔
程
の
施
設
整
備
は
、

そ
の
第
一
段
階
を
終
る
見
通
し
と
な
っ

た
処
r
、
あ
う
ま
す
か
、
二
の
一
隊
、
史

二
、
よ
，
優
れ
た
殊
境
の
中
て
、
｛
〕

詔
旨
の
高
、
教
育
か
行
わ
れ
る
よ
う
こ

の
一
と
・
、
池
設
整
備
に
つ
い
て
三
格
段

の
配
巻
を
心
か
、
、
教
倉
百
毎
の
人
d

に
｛
，
賑
う
な
㍉
、
柔
う
、
史
二
努
力
を
紙
ナ

、

て
い
く
所
存
て
あ
〕
ま
す

　
更
に
、
社
会
応
召
、
社
会
r
育
、
変

遷
謡
う
の
な
い
社
会
に
対
b
し
な
か
ら

こ
れ
か
充
実
強
化
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
本
町
に
お
い
て
も
、
社
玄
問
題
と

し
て
憂
慮
す
へ
き
事
態
に
あ
〕
、
口
角
」

に
対
応
を
急
か
な
ナ
れ
ば
な
う
な
h
青

少
年
の
非
行
化
防
止
と
建
全
肯
成
対
策

に
つ
い
て
こ
れ
か
強
化
促
進
を
図
る
へ

く
、
日
」
を
用
い
た
と
こ
ろ
て
あ
》
ま
す
．

　
又
、
町
道
の
整
備
維
持
管
理
に
つ
い

’
」
十
n
、
　
旦
取
～
O
身
近
へ
㌧
μ
弛
策
》
」
u
し
’
」
、
　
▽
ハ

は
剛
長
就
任
以
来
、
こ
れ
を
重
占
、
箏
項

の
一
つ
と
し
て
鋭
気
努
力
を
重
ね
て
き

た
処
て
あ
り
ま
す
か
、
こ
れ
か
成
果
は

改
良
孝
、
舗
装
率
と
も
に
漸
く
他
の
先

進
団
体
の
水
進
に
達
し
た
も
の
と
、
自

ら
判
断
し
て
、
る
も
の
て
あ
〕
ま
す
．

　
広
人
な
区
域
の
中
て
機
能
す
る
遭
銘

網
は
、
住
民
の
日
常
生
石
に
最
も
関
係

し
、
産
業
拡
興
、
交
道
対
策
の
ヒ
か
ら

も
、
社
会
資
本
と
し
て
の
整
備
の
促
進

は
、
今
後
と
も
二
次
改
築
を
主
に
、
豊

て
潤
い
の
あ
る
町
創
り
の
た
め
に
、
こ

れ
を
推
進
し
て
い
く
処
て
あ
う
ま
す
．

　
近
時
、
社
会
の
多
様
化
は
、
災
害
に

つ
い
て
も
そ
の
例
に
も
れ
す
、
本
町
の

如
き
過
映
地
域
て
あ
〕
、
加
え
て
山
村

へ
》
、
・
地
に
あ
っ
て
、
消
防
、
防
災
対
策

は
常
に
、
こ
れ
か
万
全
に
つ
い
て
誇
愚

し
て
い
る
覧
て
あ
う
ま
す
．

　
不
幸
に
し
て
発
干
し
た
大
災
、
臨
書

へ
の
対
感
》
旨
併
ル
・
｝
、
急
串
い
、
事
故
等
の

孜
急
体
制
は
、
従
来
か
ら
強
く
望
ま
れ

て
い
る
処
て
あ
う
ま
す
か
、
こ
れ
か
制

度
化
に
よ
り
充
実
強
化
の
た
め
、
本
西

一
七
年
度
か
ら
消
防
業
務
を
開
始
し
、

広
域
処
理
と
し
て
日
向
、
門
川
と
遅
繁

し
て
広
域
消
防
組
織
を
開
始
し
、
住
民

の
袈
望
こ
兄
え
る
措
置
も
識
し
た
処
て

あ
）
ま
す

　
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
地
乃
公

共
団
体
は
、
自
ら
の
創
童
と
工
夫
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
生
盾
に
密
着
し
た
行

政
サ
ー
ヒ
ス
を
受
け
も
つ
て
お
’
）
、
そ

の
任
務
と
し
て
お
う
ま
す
。

　
牛
盾
環
境
の
整
備
、
社
会
福
祖
の
充

実
な
と
、
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
そ
の
・
U
務
て
あ
り

そ
の
総
て
あ
’
）
ま
す
．

　
以
士
申
し
ト
げ
ま
し
た
昭
和
五
｛
ヒ

年
度
の
行
政
施
策
は
、
当
面
す
る
諸
問

題
の
解
決
に
対
応
し
、
住
民
の
負
託
に

応
え
ん
と
す
る
も
の
て
あ
り
ま
す
．

あ
　
ら
　
ま
　
し

　
近
年
の
大
幅
な
財
政
難
の
な
か
の
窪

目
疋
て
あ
，
，
、
田
　
の
セ
ロ
ノ
ー
リ
ノ
ケ
と

h
わ
れ
る
予
算
の
な
か
に
あ
一
・
’
、
地
方

財
政
刮
画
に
従
い
消
費
部
門
の
経
費
を

抑
え
、
本
町
に
適
合
す
る
各
種
の
制
度

事
業
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
予
算
の

重
山
、
的
確
処
、
型
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
．　

「
般
会
津
は
、
二
十
二
億
九
下
万
円

’
、
前
年
度
の
当
初
に
比
較
し
て
、
六
。

二
％
の
減
少
を
一
価
し
ま
し
た
．
．

　
こ
れ
は
民
牛
費
て
一
億
八
千
万
円
、

災
害
復
旧
費
て
一
億
四
干
万
円
か
減
少

て
た
た
め
、
前
年
度
に
比
し
て
全
体
て

一
億
五
干
百
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た

国
・
県
に
依
存

　
歳
入
て
は
、
地
方
交
付
税
の
八
億
へ

丁
万
円
（
三
八
・
四
％
）
を
は
し
カ
と

し
て
、
県
ラ
出
金
二
九
・
一
％
）
、

町
債
二
三
・
四
％
）
、
国
庫
支
出
金

（
七
・
五
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
歳
入

．
矛
算
の
へ
一
・
四
％
の
財
源
を
国
県
に

依
存
す
る
形
に
な
（
・
て
い
ま
す

　
し
た
が
っ
て
自
主
財
源
は
一
八
・
四

％
と
な
り
、
う
ち
て
も
町
税
は
七
・
八

％
の
一
億
七
干
七
百
六
十
八
万
八
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
．

基
盤
整
備
に
投
資

　
目
的
別
て
は
、
ま
す
構
成
比
の
大
き

い
の
が
農
林
水
雌
費
費
て
＝
二
・
九
％

の
七
億
三
干
八
十
七
万
七
干
円
を
投
し

て
農
林
業
の
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
．
そ
の
主
な
も
の
は
農
村
総
合
整
備

モ
テ
ル
事
業
て
の
ほ
場
整
備
丁
事
他
、

農
業
構
造
改
善
事
業
で
の
集
落
セ
ノ
タ

ー
、
営
農
飲
雑
用
水
施
設
な
ご
環
境
整

備
と
林
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
る
林
道

舗
装
、
作
業
道
開
歪
な
と
基
盤
整
備
に

投
資
斗
・
㌔
れ
て
い
ま
す
。

一
≡
一
一
三
一
一
＝
＝
＝
≡
一
一
≡
一
≡
一
≡
一
≡
≡
一
一
一
≡
一
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
≡
一
≡
≡
＝
三
≡
三
一
ヨ
一
＝
＝
≡
＝
＝
＝
≡
＝
＝
一
一
≡
≡
一
≡
≡
≡
＝
一
一
≡
三
一
≡
一
一
一
一
三
≡
一
一
一
≡
≡
ニ
＝
三
≡
＝
一
一
＝
≡
≡
一
一
＝
＝
一
≡
一
一
＝
≡
一
＝
＝
一
≡
≡
一
一
一
三
≡
≡
≡
≡
一
＝
≡
一
≡
＝
≡
一
＝
≡
＝
≡
一
一
≡
≡
一
一
一
一
＝
≡
＝
一
一
一
一
一
≡
＝
一
≡
≡
＝
≡
一
一
一
≡
≡
≡
≡
三
≡
一
一
一
＝
≡
≡
≡
＝
＝
≡
＝
一
一
一
三
＝
一
＝
一
一
＝
≡
≡
一
一
三
≡
＝
一
＝
≡
＝
≡
「
三
＝
≡
一
≡
＝
≡
≡
一
≡
≡
≡
≡
≡
一
一
≡
一
≡
≡
≡
＝
≡
≡
≡
一
＝
＝
＝
＝
≡
一
＝
≡
≡
一
≡
≡
≡
≡
一
＝
≡
＝
一
一
＝
＝
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歳入の財源構成

依＼
地方 b翫円財
＼384％

頂

聯隣鞠
814

％

ン／
　譲与椀写交け全
　　　74∩α〕千円

　　　　3，／

金
泡

庫
出
　
　
　
．

国
支
－

経茎：離断歳入の1
　　　　付　　401千円一＿r

晶撫切ll瀦　i、謎
　　　　　　　　　　　、1　　町　頭

分　1轡“％轍
　　　　　　　　、＿　　　　　　　　」⊃〆
　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　’

早支出全
43一 @っ91）イ1弓

Ie　1∠

出の目的別 献
鞍

　
　
．
ロ
一
5

F耗務費「
212　328了＝FJ

93％／

民生費
237705F円

　　104％

　　　　衛生費
7、　4i3イ円　　3　3％歳出総額

2，290，000子円

農林水産業費
730877「7円

　　319％
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円
円
円
円

歳
　
　
千
千
f
「
丁

　
　
8
3
3
∩

　
　
5
6
5
0

　
　
7
9
0
0

　
　
1
1
1
4

　
　
ユ
　
　
　
　
　

　
　
費
費
費
費

　
　
旧

　
　
復
工
防
備

　
　
害
I
I

公債費
288　324丁「1ヨ

　　　126％
・

教育費
324655」下円

　　142％

土木費
311856千円

　　136％

歳出の性質別構成
義投

務
負

　　　　　　　　　　　　　的

　　　　　　　人件費
重建，惣鞭　　510324千円

q72ア67千円　　　223％

　425％

　　　　歳出総額　　　円Dワ
　　　　　　　　　　扶助費　｛／
　　　　2，290，000千円

　　　　　　　　　　公債費
　　　　　　　　　　28831婁干円

　　　　　　　　　　　126％

　　　　齢晒；，
　　　　　　“11　　　　一
　，　　．　　　　　　　　域　1　／　　　　　　　　い

訊

ノ

費

4∩3

％

経
費

43Q

　　％

　　　　　．／雛肥
　　　　　ノ　　　　ノ
人吉復旧費・　　’　　　　　　　　　167％
11758科II．　磯的経費

　　05％　　！
　　　　　乙　　　　　　一4の他4496肝PI　19％

国民健康保険事業特別会計　　3億1，596万5千円

簡易水道事業特別会計　　　　　1，762万8千円

国民健康保険病院事業謡言1　2億2，579万8千円
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地

　、

’いみ住

満

点　　
∂

鈴
峰
園

　
昨
年
九
月
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
老

人
ホ
ー
ム
の
新
築
工
事
は
、
三
月
で
完

解
し
ま
し
た
．
．

　
こ
の
間
、
林
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
仮

住
ま
い
を
し
て
、
不
便
な
毎
日
で
し
た

が
、
完
備
き
れ
た
近
代
的
施
設
に
転
居

し
た
お
年
寄
り
．
た
ち
は
、
割
当
て
ら
れ

た
自
分
た
ち
の
部
屋
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
．
．

　
こ
の
ホ
ー
ム
は
、
株
式
会
社
日
高
是

一
建
築
事
務
所
の
設
計
に
よ
り
、
吉
原

建
設
株
式
会
社
が
工
事
を
請
負
っ
て
三

月
二
十
日
に
完
成
し
た
も
の
で
す
．
、

　
こ
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
昭
和
四

十
一
年
三
月
に
「
鈴
峰
園
」
と
名
付
け

て
開
園
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
園
以
来
十
五
年
を
経
過
し
、
こ
の

間
の
入
所
者
も
延
百
六
十
八
人
を
数
え

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
施
設
の
老

朽
化
と
現
代
の
住
宅
事
情
生
活
様
式
の

急
速
な
進
歩
か
ら
見
て
、
当
時
の
基
準

に
よ
り
建
設
き
れ
た
施
設
で
設
備
も
不

十
分
で
あ
り
、
昭
和
五
十
六
年
九
月
に

改
築
工
事
に
着
工
し
、
今
年
三
月
末
新

館
の
落
成
を
見
た
も
の
で
す
．
、

　
こ
の
工
事
に
要
し
た
費
用
は
、
国
県

補
助
金
が
「
億
二
、
六
九
四
万
二
干
円

近
代
的
施
設
に

響

く
つ
ろ
ぐ
お
年
寄
り

　
　
　
　
生
れ
か
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
留

と
国
民
年
金
積
立
金
還
元
融
資
の
八
干

百
二
十
万
円
に
↓
．
般
財
源
三
、
七
「
四

万
五
干
円
の
二
男
四
、
五
二
八
万
七
曲

論
を
投
じ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▽
動
臨
地
面
積
　
　
山
月
、
　
「
．
四
二
●
六
，
認

▽
建
物
面
積
　
「
、
二
五
七
・
五
．
．

▽
構
造
　
鉄
筋
コ
ン
ウ
リ
．
ー
ト
平
屋
建

文
化
遺
産
の
旅
　
（
屯

．
天
然
記
念
物
－

▽
樹
木

　
次
の
樹
木
を
天
然
記
念
物
と
し
て

東
郷
町
教
育
委
員
会
は
指
定
し
た
．
．

　
迫
野
内
神
社
の
杉

　
八
重
原
神
社
の
い
ち
よ
う

　
福
瀬
神
社
の
赤
樫

水
谷
神
社
（
寺
迫
）

　
　
の
榎

仲
野
原
分
水
池
の
榎

深
瀬
神
社
の
い
ち
よ

　
　
，
つ

直
野
喜
「
．
郎
氏
（
仲

野
原
）
所
有
の
い
ち

よ
・
つ

　　　　　　　　　　　一　　一一
曹

轟1

▽
無
形
文
化
財

　
福
瀬
、
鶴
野
内
、
追
野
内
、
坪
谷

の
臼
太
鼓
お
ど
り
、
、

　
臼
太
鼓
お
ど
り
は
鎌
倉
幕
府
が
農

村
娯
楽
と
し
て
奨
励
し
た
も
の
と
伝

え
ら
れ
る
。
お
ど
り
に
は
進
軍
、
退

軍
、
が
い
旋
の
三
つ
の
姿
が
あ
る
と

い
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
福
瀬
神
社
の
赤
樫

，

牧
水
と
坪
谷

12）

　
住
民
の
多
く
は
み
な
山
の
仕
事
に

従
っ
て
い
る
。
米
麦
の
如
き
は
村
自

身
の
供
給
に
も
不
足
す
る
位
い
に
し

か
出
来
な
い
。
材
木
と
木
炭
と
椎
茸

と
が
最
も
主
要
な
産
物
と
ハ
、
5
つ
て
居

る
。
そ
れ
ら
は
多
く
大
阪
に
送
り
出

さ
れ
る
。
大
阪
街
路
に
自
習
日
向
炭

と
書
い
た
看
板
を
見
る
事
を
人
は
知

　
つ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
其
処
で
は
泣

く
子
を
嚇
す
に
日
向
の
炭
焼
に
や
っ

て
し
ま
う
と
言
っ
て
い
る
相
で
あ
る

そ
の
木
炭
の
本
場
と
し
て
最
も
こ
の

附
近
は
聞
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
村
に
限
ら
ず
日
向
と
い
ら
国

は
そ
の
天
然
の
状
態
か
ら
一
切
周
囲

の
文
明
に
隔
離
し
て
い
た
の
で
あ
る

東
南
一
帯
は
太
平
洋
で
、
そ
の
洋
岸

は
極
め
て
硬
直
で
更
に
港
ら
し
い
港

を
持
た
ず
、
西
北
に
は
重
畳
し
た
高

．
山
の
一
帯
が
連
窪
し
て
全
く
他
と
の

交
通
を
断
っ
て
い
た
。
自
然
遙
か
に

離
れ
た
孤
島
の
様
な
静
寂
を
保
た
ぎ

る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
大
阪
商
船
の
航
路
が
開
く
る
様
に

な
っ
て
か
ら
急
に
騒
立
っ
て
来
た
。

四
国
中
国
辺
の
山
師
共
が
突
然
手
近

の
北
海
道
か
台
湾
の
様
な
気
持
で
ど

　
や
ど
や
違
入
り
込
ん
で
来
た
。
そ
れ

等
が
　
欺
を
教
え
　
着
を
教
え
た
。

や
が
て
私
の
村
に
も
県
道
と
い
う
も

　
の
が
開
か
れ
る
。
工
夫
が
入
り
込
な

ー

ー
…塩

　
弓
　
儀
　
市

賭
博
が
始
り
、
．
、
α
通
が
行
わ
れ
、
喧

嘩
が
拡
つ
た
。
そ
れ
が
恰
度
私
の
物

心
の
つ
く
前
後
に
起
つ
た
事
で
あ
る

子
供
心
に
も
苦
々
し
く
思
わ
れ
る
事

が
後
か
ら
後
か
ら
起
っ
て
来
た
．
．
そ

れ
ら
を
見
て
い
た
故
か
私
の
郷
里
に

対
す
る
と
言
う
か
其
処
の
再
々
に
対

す
る
記
憶
は
極
め
て
気
拙
い
も
の
の

み
で
あ
る
。
故
郷
と
云
え
ば
私
の
心

に
は
直
ち
に
懐
し
い
山
や
川
の
面
彰

が
浮
ぶ
。
が
そ
れ
以
上
に
立
ち
入
一
・

て
其
処
の
事
を
思
う
の
を
私
は
好
ま

な
い
。
こ
れ
は
あ
な
が
ち
右
言
っ
た

様
な
理
由
か
ら
の
み
で
な
く
、
多
く

は
私
の
感
情
の
我
が
ま
ま
か
ら
で
も

あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
三
牧
水
生
家

　
牧
水
の
祖
父
健
海
が
弘
化
二
年
（

一
八
四
五
）
の
頃
に
建
築
し
た
も
の

で
そ
の
後
度
々
修
理
は
加
え
ま
し
た

が
現
．
在
も
牧
水
少
年
時
代
の
姿
を
そ

の
ま
ま
伝
え
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十

一
年
九
月
史
蹟
と
し
て
宮
崎
県
の
指

定
を
う
け
ま
し
た
。
　
　
（
つ
づ
く
）

グ

罰
、
．
　
　
曜

　
副
多

　
　
　
　
轟
．

風
驚一

～
～

一

1

8

点　’

描
　
働
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土
日
〕
n
但
沐
日
日
所
d
》
牧
…
．
口
・
り
‘
D
一
の
咳
ゆ
㎞
黒

』
”
つ

た
、
農
繁
期
に
村
営
っ
託
児
所
を
各
区

に
希
望
に
よ
ハ
・
て
設
け
た
も
の
で
す
．
一

村
の
神
社
ゐ
公
会
堂
を
使
っ
て
、
非
農

家
の
主
婦
達
を
日
雇
い
’
、
・
保
母
代
り
に

奉
仕
丁
三
」
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
．

　
こ
れ
が
保
育
所
の
歴
史
的
起
原
と
．
．
一
．
目

rノ

黶
A
い
い
4
♪
し
し
ょ
・
つ
．
．

　
そ
・
も
そ
・
も
保
育
所
が
正
式
に
設
け
・
．
つ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
⊥
1

年
頃
よ
り
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
り
、
四
十
年

頃
よ
り
国
の
高
度
成
長
に
よ
る
経
済
発

展
は
、
若
夫
婦
の
核
家
族
出
現
と
共
働

き
に
よ
る
生
活
の
形
が
変
り
．
、
子
ど
も

保
育
所
と
母
親

、
．
双
ノ’

、

．
の
保
育
が
託
児
所
で
な
い
保
育
所
な
る

…
」
の
が
生
れ
出
た
．
の
で
あ
り
ま
す
．
，

　
政
府
も
国
の
高
度
．
成
長
と
核
家
族
託

活
の
時
代
の
変
井
．
「
ん
に
着
目
せ
y
．
、
る
を

得
、
3
く
な
り
．
、
都
道
府
県
、
市
町
村
に

保
育
所
設
置
を
指
示
し
た
と
ロ
．
［
つ
て
い

い
で
し
ょ
う
．
、
こ
．
の
保
育
所
．
の
設
置
は

あ
く
ま
で
も
勤
労
者
．
の
幼
児
を
保
育
す
．

る
と
」
．
．
［
う
↓
種
の
福
祉
施
設
で
、
厚
生

省
．
の
所
轄
で
あ
り
．
ま
す
、
こ
こ
で
よ
く

論
議
き
れ
る
の
は
文
部
省
所
轄
の
幼
稚

園
と
の
関
係
で
あ
り
ま
す
．
．
幼
稚
園
は

大
正
早
目
、
昭
和
初
輿
よ
り
開
設
き
れ

た
百
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
　
幼
稚
園
は

、
　
三
浦
治
郎
吉
氏

’

勲
五
等
双
光
旭
日
賞
を
受
賞

一講

e
覗

　
晶
・
ミ
ー
に
行
わ
れ
た
昭
和
五
十
七
年

煮甘

ﾌ
叙
動
…
4
上
上
町
議
A
ム
議
長
牌
寺
’
甲
・
歴

電
鍵
縮
温
響
嫉
e
鶴

ψ
忽
ミ
、
れ
↓
承
や
し
ハ
」
＝

　
三
浦
治
郎
古
氏
は
、
昭
和
十
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
檀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癬

　　

@　

@　

@　

@　

@　
@　～

団
依
の
一
三
の
要
寧
・
つ
と
め
広
卿

い
分
野
に
亘
っ
て
活
躍
し
ま
し
た
．
．
　
ヅ

、
：
．
：
〆
ー
ー
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戟

　
　
　
　
　
、
．
〆
＼
／
、
、
／
＼
．
〆
＼
ノ
、
、
／
〉
＼
ノ
）
＼
ノ
ー

五
月
二
十
一
日
、
東
郷
村
議
会
議
員

に
当
選
以
来
、
昭
和
五
十
年
四
目
ま

で
七
期
．
二
十
九
年
間
．
の
長
期
に
冨
．
り

町
政
．
の
発
展
に
つ
く
き
れ
ま
し
た
．
．

　
・
＝
の
間
戦
前
戦
後
と
日
本
の
政
体

思
想
等
歴
史
的
転
換
期
に
あ
っ
’
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

終
始
住
民
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し

農
林
業
の
振
興
、
文
化
、
福
祈
の
向

ヒ
に
多
大
の
貢
献
を
い
た
し
ま
し
た

　
又
、
地
域
に
あ
一
・
一
、
は
、
区
長
、

P
T
A
会
長
、
体
育
協
会
長
、
経
済

学
校
教
育
法
に
よ
r
、
て
、
国
の
教
育
制

度
の
中
に
選
一
・
て
幼
児
教
育
の
目
的
を

も
一
・
た
学
校
教
育
機
関
で
あ
り
ま
す
，

即
ち
保
育
所
と
は
目
的
を
全
然
異
っ
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
、

保
育
所
に
は
誰
で
も
入
園
で
き
る
の
か

　
国
の
定
め
た
き
ま
り
が
あ
っ
て
、
誰

で
も
入
園
は
で
き
ま
せ
ん
．
．
幼
児
を
保

育
す
る
人
と
時
聞
の
無
い
家
庭
が
鱗
量

の
資
格
が
あ
る
と
思
え
ば
よ
い
で
し
ょ

う
，
つ
ま
り
共
稼
ぎ
の
家
庭
．
の
幼
児
が

入
園
で
き
る
の
で
す
．
．
．
然
し
佳
ハ
権
y
、
・
で

も
家
族
構
成
に
よ
り
制
限
を
受
3
る
面

・
も
あ
り
ま
す
．

保
育
所
は
ど
ん
な
保
育
を
す
る
の
か

。一～鱒酎軸～鱒～
90

～
99

州
09

～
oo

～軸～軸～“～
60

保
育
所
は
園
児
を
一
日
中
あ
ず
か
つ

幼児教育学級に

，
つ

参加しよ

谷学級
4「L夢．●～■●～o■A

級・中央学級・

●●～■艦～○○～◎○～・●剣

坪
…

　
　
o
o

学
　

寺迫
内一軸～○ら～●

て
た
の
し
（
集
団
生
活
を
き
井
．
み
｝
が
・
．
つ

母
親
に
代
r
・
て
教
育
的
に
心
理
学
的
に

児
童
↑
体
臼
然
法
則
と
一
．
9
・
た
理
念
の

下
に
、
一
定
．
の
保
育
指
導
法
に
よ
っ
て

有
資
格
者
の
保
母
き
ん
た
ち
が
保
育
す

る
蒔
，
で
あ
り
ま
す
．
．
大
変
む
つ
か
し
い

」．．

m
葉
を
使
い
ま
し
た
が
、
要
は
集
団
生

活
を
き
沖
．
「
な
が
ら
、
一
人
↓
人
の
園
児

の
体
と
心
と
頭
）
働
㍉
、
－
を
た
の
し
い
遊

州、

j
を
通
し
、
歌
を
歌
う
こ
と
を
通
し
、

い
，
っ
ム
運
動
を
通
し
、
絵
を
書
く
こ
と

を
通
し
、
給
食
を
通
し
、
野
外
運
動
を

通
し
健
全
保
育
す
る
た
め
、
保
母
き
ん

達
が
懸
命
の
努
力
を
し
て
皆
様
の
期
待

に
答
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
．
ま
す
．

　
さ
て
母
親
の
皆
さ
ん
方
は
ど
う
あ
る

べ
き
か

　
保
育
所
．
に
あ
ず
回
て
お
レ
ば
安
心
だ

小
学
校
入
学
ま
で
は
安
心
だ
、
等
と
思

わ
れ
て
い
る
苦
い
母
親
は
い
ま
，
．
　
ん
か

大
ま
ち
が
い
で
す
．
、
幼
児
は
集
団
生
活

だ
3
で
健
令
保
育
は
出
来
ま
ル
・
一
ん
．
．
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
を
伸
ば
す
力
は
家
庭
の

母
親
の
役
割
で
あ
り
ま
す
．
．
限
り
な
・
て
、

母
親
、
父
親
の
愛
情
と
そ
の
家
庭
生
活

．
の
一
一
気
．
の
中
で
こ
そ
、
真
の
個
性
を

伸
ば
す
保
育
は
出
来
る
の
で
す
．
母
や

父
に
抱
か
れ
て
育
つ
保
育
の
姿
こ
そ
、

伸
卵
、
）
伸
一
、
）
し
た
幼
児
は
成
長
し
で
い
く

の
で
す
．
．

田
切
町
社
会
教
育
委
員

　
　
　
　
　
都
　
甲
　
，
爵
　
男
．

r
，
ど
も
の
し
あ
わ
せ
を
願
う

父
母
の
た
め
の
学
習
を

　
よ
い
一
，
丁
は
よ
い
家
庭
に
育
つ
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
家
庭
は
子
ど
も
の
成
長

に
と
一
・
て
、
か
け
が
え
の
な
い
最
も
た

い
せ
つ
な
教
育
の
場
で
す
、
．

　
幼
児
期
．
の
教
育
は
、
人
聞
の
生
匪
の

始
期
で
あ
り
、
一
生
の
う
ち
で
最
も
可

朔
．
性
に
富
ん
で
い
る
．
の
で
、
幼
児
に
直

接
接
触
す
る
親
等
．
の
配
懸
に
よ
っ
て
左

右
鼻
．
」
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
．

　
そ
こ
で
、
二
の
時
期
の
幼
児
を
持
つ

親
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
親
が
家
庭
で

行
な
う
場
合
の
心
構
え
と
か
、
子
ど
も

の
扱
い
方
、
教
育
し
て
い
く
う
え
で
注

意
し
て
い
く
家
庭
教
育
し
の
共
通
の
問

題
等
を
学
習
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
設
き
れ
る
も
の
で
す
．

　
昭
和
五
十
六
年
度
は
、
国
辱
幼
児
教

育
学
級
と
中
央
幼
児
教
育
学
級
の
二
学

級
で
し
た
が
、
本
年
度
．
か
ら
坪
谷
幼
児

教
育
学
級
が
開
設
き
れ
ま
し
た
．
．

　
こ
れ
は
、
町
教
育
委
員
会
が
開
設
し

就
学
前
の
幼
児
を
持
つ
親
（
三
歳
児
か

ら
五
歳
児
）
を
対
象
と
し
て
、
月
一
回

の
二
時
間
．
学
習
す
る
も
の
で
す
．
．

∬．

v
、
㌧
、
参
加
し
て
く
ゼ
さ
い
．
．
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お
し
ら
せ
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蕩
鴇
．

を
◎一‘

人
権
相
談
開
設

6
月
1
5
日

　　　　　　　　覇

〃＿＿r●9鍾

　
六
弓
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
｝
、
、
れ
た
日
で
す
．
．

　
H
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
一
・

た
と
き
、
何
よ
り
も
ま
ず
国
民
の
基
本

的
人
権
．
の
擁
護
と
、
人
並
思
想
の
治
山

高
揚
が
国
家
．
の
責
務
と
し
て
、
国
民
の

間
か
ろ
叫
ば
れ
基
本
的
人
降
を
基
調
と

し
た
日
本
国
憲
法
が
制
定
き
れ
ま
し
た

　
二
う
し
た
背
景
．
の
下
に
、
昭
和
二
十

四
年
六
二
　
日
に
人
惟
擁
護
委
員
法
が

施
行
壱
、
・
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁

護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る

人
確
の
番
人
の
機
関
が
誠
生
し
た
の
で

す
．
．
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人

潅
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
．
．

　
人
権
は
、
入
間
が
平
和
に
生
存
す
る

上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
．
．
自
分

だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
も
私
も
み
ん
な

人
権
が
尊
重
き
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
、
．
つ
ま
り
人
権
は
共
存
す
る
も
の
な

の
で
す
・
．
、

　
お
互
い
に
人
潅
を
守
っ
て
明
る
い
社

会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
私
達
．
∂
願
い
で

衛
生
だ
よ
り

◎
　
胃
の
集
団
検
診

6
月
8
日
　
農
協
坪
谷
ク
所

　
　
9
日
　
中
央
公
民
館

　
　
1
0
日
　
　
　
　
〃

　
　
！

　
　
1
1
日
　
農
協
寺
追
支
所

受
付
7
時
5
0
分
～
8
時
託
分

料
金
　
一
、
二
〔
．
一
．
円

◎
婦
入
検
診

6
弓
5
日

　
　
1

　
9
時
～
1
0
時
牧
火
記
念
館

　
1
5
時
～
1
4
時
　
老
人
福
祈
館

6
目
6
日

　
　
1

　
9
時
～
相
時
老
人
福
羅
館

　
1
3
時
～
1
4
時
農
協
寺
迫
支
噺
，

検
診
料
九
二
円

◎
　
母
子
相
談

6
月
2
9
日
（
火
）

　
（
受
付
9
時
～
1
0
，
時
）

老
人
福
下
館

母
子
手
帳
を
忘
れ
な
い
、
玉
う
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

す　
次
に
よ
り
人
権
相
談
が
開
設
並
・
、
れ
ま

す
．
，∵

期
日
6
月
1
5
日
（
火
）

∵
．
場
　
所
　
老
人
福
祉
館

∴
・
相
談
．
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
．
．
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
ふ
．
、
い
，

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
’
、
、
つ
y
・
の
か
た
か

ろ
善
意
が
」
二
・
・
う
れ
ま
し
た
．
．

　
冒
子
ノ
＼
ハ
4
3
車
中
甲
レ
し
一
の
卍
」
｝
承
あ
～
っ

　
・
仲
深
の
酒
井
テ
．
・
＝
、
、
，
ん
か
・
．
っ

　
（
今
朝
吉
き
ん
　
8
3
歳
ご
死
去
）

．
・
羽
坂
の
清
水
陣
太
廉
き
ん
か
ら

　
（
徳
男
き
す
　
5
3
歳
ご
死
渠
）

　
、
羽
坂
．
の
今
田
緋
作
き
ん
か
ら

　
（
茂
光
き
ん
　
つ
歳
ご
死
去
）

．
・
鍔
表
の
海
野
通
さ
ん
か
ら

　
（
ナ
ッ
ふ
・
、
ん
　
8
7
歳
ご
死
去
）

．
・
仲
深
の
西
口
芳
子
き
ん
か
ら

　
二
郎
き
ん
　
駄
歳
ご
死
去
）

　
・
坪
谷
．
の
那
須
　
旨
、
き
ん
か
ら

　
（
ハ
ッ
．
き
ん
　
8
1
歳
ご
死
去
）

・
小
野
田
の
橋
口
捨
雄
き
ん
か
ら

　
ヘ
ム
ツ
ヱ
き
ん
　
η
歳
ご
死
去
）

　
　
六
月
十
五
日
は

　
　
　
心
配
ご
と
柑
調
日

　
毎
月
第
三
火
曜
日
は
心
配
ご
と
相
談

日
と
定
ゐ
、
老
人
隔
祉
館
に
お
い
て
相

談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
か
ら
ご
遠
慮
な

く
お
申
し
出
下
き
い
，

・
6
弓
2
9
日
　
交
通
事
故
相
談
日

・
行
政
欄
談
　
毎
月
第
三
火
曜
日

欝
譲
灘

　
　
4
月
届
分

出
生
お
め
で
と
う

　
｛
墜
ち
や
・
ん
の
・
名

黒黒寺田川小

木木原斐野川

　鮎鐘由佳

　
交
の
名
住
所
．

満
塁
昭
福
瀬
一

代
．
多
賀
男
羽
　
坂
．

　
　
　
　
一

華
　
一
　
男
一
小
野
田
…

　
　
　
　
一

子
孝
　
治
．
鶴
野
内

美
金
市
…
福
黄

平
金
市
隔
瀬
．

0

∂
，

6月D休日在宅τ

　（日向・門川地区）

　当靖医が変更する昏睡もあ

ります。テレフォン甚＿ビス

1一二〇9825ヨ1214で確認ゆ！

日 診　療　科　目 病に三、院名 住所 電　　　　話

外　・産婦人科 寺尾医院 『三1「1［町

6
内　・　小　児　科 ｛二藤巴隆 本　町 2　3324

小　　　児　　　科 児王医院 原　町

外・脳神経外科 甲斐外科 山　下 豆　5000

内　・外　・放科 和田病院 中　原 一Z　2045

13 童　　婦　　人　　科 滝井医院 都　町 ②　2409

内　　　　　　　科 大平医院 北　翼1 2　3337

内・外・安・泌・婦 三股病院 美々津 、蚤　DO34

2a
内　　　　　　　科 今給黎医院 切島山 〔↓　　2459

内　・　小　児　科 東　医　院 門川町 3　2800

外　科　・　内　科 樋口病院 門川町

27 眼　　　　　　　科 稲原医院 南　町

1り　・小　・敦科 吉田医腕 財光寺 厨　4401

西橋橋松

口口口尾

麻伸佳
　一・代

由郎子哲

浩喜良
　一　昇
』一一 秩u7＿一
＿＾Aり

鶴小寺迫
三野　野
内田迫内．

結
婚
お
め
で
と
う

田海寺黒矢渡那河畝海安寺三寺li川1佐椎

氏

原野原江北』須埜原野岡原輪原本原藤葉

タ修光卜石幸甚み秀富　利義干弘寿洋や修

ズ　　　　　え　　　江　　　　　　よ　名

子一代士代市子弘美七子行恵良代偉い志

椎小羽四日寺幽門小寺八西日羽羽田鶴鶴住
舗坂辮迫表磯馴誤記坂野舗所

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

海橋寺上西海今僑河酒壷黒那清
野口田元口野田口野井須木須水氏

ジ鱈ノー桟僕一蓋ト嘉末徳名
ユエヨツ郎ツ光子市吉キ吉春男

仲田寺銭羽住
深野迫谷坂lf斤

八
重
原

土平f中越オ蓼寺

谷深．麦坂病

毒
野
内

小
野
田

坪
　
谷

δ

「制
！eo

’
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